
 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｂｒｕｋｅｒ社ＥＢＳＤデータをＭＴＥＸに読み込む 

  （LaboTex,TexToolsへの data作成も可能） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意 

   ＭＴＥＸではＣｕｂｉｃの逆極点の場合、ＥＢＳＤでは９１／５５で描画される。 
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 １．概要 

 ２．Ｂｒｕｋｅｒ社ＥＢＳＤ－ｅｕｌｅｒ角度ｌｉｓｔ（拡張子ｔｘｔ） 

 ３．ＴＸＴデータをＡｎｇデータに変換(EBSDtoLaboTex) 

４．ＭＴＥＸに読み込み 

 ５．ＣＴＲソフトウエアでＯＤＦ図の読み込み 

 ６．逆極点図のＥｘｐｏｒｔ 

 ７．極点図のＥｘｐｏｒｔ 

 ８．ＢｒｕｋｅｒＴＸＴデータからＬａｂｏＴｅｘ入力データＳＯＲ作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＥＢＳＤデータからＯＤＦ図や逆極点図の解析を行うであれば、ＥＢＳＤデータからＯＤＦ解析を 

   行い、ＯＤＦ図や逆極点図の計算を行い、ＥｘｐｏｒｔしてＣＴＲソフトウエアで処理を行う、 

   しかし、ＢｒｕｋｅｒＥＢＳＤではＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔがサポートされていない。 

   本資料はＥＢＳＤ測定生データ（ｅｕｋｅｒ角度）リストファイルをＥｘｐｏｒｔ、解析を行う方法を説

明します。 

    

 Ｂｒｕｋｅｒ社の場合、直接ＯＤＦ図のテキストデータをＥｘｐｏｒｔ出来ないため、 

    ｅｕｌｅｒ角度ｌｉｓｔ（ｔｘｔ）をＭＴＥＸソフトウエアで解析を行ってＯＤＦ図を 

    Ｅｘｐｏｒｔする。本来、ＭＴＥＸはＢｒｕｋｅｒＥＢＳＤ（ｔｘｔ）を読み込める関数が 

    サポートされているが、顧客から提供されたテキストデータは直接読み込めなかった為、 

 本資料を作成する。 

    説明では、顧客データを使うが、表示部分は別の図を用いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．Ｂｒｕｋｅｒ社ＥＢＳＤ－ｅｕｌｅｒ角度ｌｉｓｔ（拡張子ｔｘｔ） 

  

  

  

 

MTEX＠interfaces@loadEBSD_brukertxt.mでは FormatErrorで読み込めない。 

 

CTR@EBSDtoLaboTex.jarで読み込み、MTEXの angファイルに変更しMTEXで読み込む 

  

３．ＴＸＴデータをＡｎｇデータに変換(EBSDtoLaboTex) 

 

 

 

mailto:CTR@EBSDtoLaboTex.jar


読み込む最初のｌｉｓｔを指定 

  

 

 Out data line 以外のパラメータは、Bruker（Angle-TXT）―MTEX(Radian-Ang)に関係なし 

 

Bruker（Angle-TXT）―MTEX(Radian-Ang)をクリック 

 

 クリックで、ファイルが作成され、作成したファイルのｌｉｓｔが Check data line数表示します 

 

 

 

 

 



  

 

 作成されたファイル名とファイル内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ＭＴＥＸに読み込み 

 作業ホルダを選択 

  

 EBSD出力データ 

   EBSDtoLaboTexが作成したデータ 

 

>import_wizard 

 

import_wizard->EBSDタブ選択 

＋で angデータを選択 

 

Plotで、ｐｈａｓｅ別色分けを表示 

 

 

 

 

 



  

 

 

 

 



ｎｅｘｔで変換を進める 

  

 最初のＰｈａｓｅ０は変更しない。 

  

 Phase情報の変更はＣｉｆファイルを選択して行う。 

 順次Ｎｅｘｔで処理を進める 

 

 



  

  先に進む 

 

  

  Ｆｉｎｉｓｈで終わる。 



 ワークスペースに変数は表示されていない 

実行する 

 

ファイル名が表示されるので、変更するか確認で保存する。 

 

 Test.mが実行され、ワークスペースに変数が登録されます 

 

 

複数のＰｈａｓｅから目的とするＰｈａｓｅを選択 



 

 

 

 

 

ＯＤＦ図の作成 

 

 

ＯＤＦ図の表示（MTEX5.3.1/data/EBSD/ferrite.angを表示） 

 

ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ 

 



 

 

 

 

 

５．ＣＴＲソフトウエアでＯＤＦ図の読み込み 

  

 



     

 

 

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｏｍｂｉｃ 

  

  

 



  

  マウスカーソル位置に対しリアルタイムで方位計算が行われ、 

  マウスクリックで位置が固定される。 

  プラス位置がマウスクリック位置、φ2＝４１．１９であるため、 

  φ2＝４０と４５に〇が表示されている。 

  φ1とΦは計算位置 

ＯＤＦ図の加工 

  



 

  

  

  マウスクリックに対し、φ2＝４５でるため、〇はφ2＝４５のみ表示 

ＯＤＦ図から方位計算 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｆｉｂｅｒ解析 



  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

６．逆極点図のＥｘｐｏｒｔ 



 予め、パスの設定で、Ｃ：￥ＣＴＲ￥ＭＴＥＸを設定しておいてください 

 

 

 

 

 

ＯＤＦからＮＤ方向逆極点図をＥｘｐｏｒｔ 

  

 

 

 

 

 

 

 

逆極点図の描画 



 ＥＢＳＤデータの場合、４６／５５ではなく、９１／５５で計算される。 

>> plotIPDF(odf,zvector) 

  

逆極点図の Export 

>> exportIPDF(odf,zvector,'ND.TXT')   

で描画（平均値を表示） 

  

３６Ｂｏｘ計算 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．極点図のＥｘｐｏｒｔ 



 >> ans=ebsd('Ferrite') 

 >> odf=calcODF(ans.orientations) 

 >> cs=ebsd('Ferrite').CS 

 >>  h = [Miller(1,1,0,cs),Miller(2,0,0,cs),Miller(2,1,1,cs)] 

 >> rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

  

 ＴＸＴ２データに変換 

  

  

相対表示 

 

 

 

 

８．ＢｒｕｋｅｒＴＸＴデータからＬａｂｏＴｅｘ入力データＳＯＲ作成 



 ＬａｂｏＴｅｘやＴｅｘＴｏｏｌｓ向けデータ作成時、Ｐｈａｓｅの選択が行われる 

  

 ＴＸＴモードでデータを読み込む 

  

 

 ＬａｂｏＴｅｘ向けＳＯＲデータ作成 

     ＴｅｘＴｏｏｌｓ向けＴＸＴデータ作成 

 

   


